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如軌蝕め埼 イサキA肌砂☆砂川∽か混矧油㈹などである。  

時期，場所によってソウダガツオA猥ぬ銑舵α摘，プリ  

助痴ぬ御血卿飢繭蕗なども対象になっている1）。   

このように多様多様の魚種が脆魚灯油紫において漁獲  

され，その他法も多岐にわたっている。集魚灯漁策が成  

立するためには，先ず集魚灯に集まる魚群を基魚灯近く  

の漁獲可能範囲以内に覇蜜鹿に祷せ食め，出来る限り戊  

時間滞留させておくことが敦薯である。省力化，省エネ  

ルギー化の爾に加え嚢i虜i管理を考慮した漁法の再検討が   

緒  

我が国における基魚灯漁粟の主な対象魚はサンマ  
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2．光源の変遜   

光源は松明から石肌 ガス，冤気尊へと改良された。  

光源の変遷については佐々木4），今村1），古牟【が）が，  

また，イカ釣漁業で使月＝ほれる光も附こついては補償巨′ト  

倉（き）がまとめている。   

松明は1910年頃まで日本の沿淘で多く使用されたが，  

その後，石油やアセチレンによる集魚灯となり，さらに  

1929年以後集魚灯の冤化が開始された。また，戦前には  

集魚灯と言えば水上灯のみであったが，1947年にほ10  

W，20W東光ランプによる水中脆魚灯も作成された7）。   

乾溜として当初は，石仙，ガソリンなどの小型エンジ  

ンを用いてぢ己電機を駆動する覿のものであった。その後  

番竃池，砥流発磯瀾が使われ，1960年代前半までに交流  

発機械が主流を占めるようになった。交流は変圧著詩を用  

いて簡単に亀住を変えることが出来るため，基魚灯光力  

を調節するのに役立つ。   

電気を位用する光源は白熱灯と故竃灯とに分密雲される。  

白熱灯は過冤圧をかけるとフィラメント温度が上昇し，  

放射光の色温度が高まって発色ほ橙色から白色へと近づ  

く。しかし，商温のフィラメントからはタングステンの  

蒸発盆が増し，これが電球内一柳こ付着して逆に明るさを  

損なう葬送化現象を引き起こし，同‖引こ電球の寿命が極端  

に短くなる。また，白熱灯ほ加えた閥力の6～7％しか  

光にならず効率が悪い。しかし，放電灯で必要とする安  

定器を要しないこと‥克灯に時間がかからない選所があ  

る。白熱灯の封入ガスとしては教案，アルゴン，クリプ  

トンなど不活性ガスが用いられるが，さらに微駿のハロ  

ゲン物質（ヨウ素が多く使用される）を封入した葦援球を  

ハロゲン灯という。点灯ヰりこ恭発したタングステンがハ  

ロゲン原子あるいは分子と結合してハロゲン化タングス  

テンとなる。管壁温度が2500c以上になるように設灘  

されていて，ハロゲン化タングステンは管璧に付覇せず  

に拡散またほ対流作用により再び高温のフィラメント付  

近でタングステンとハロゲンに解嫁し，タングステンは  

フィラメントに戻る。この循増作用をハロゲンサイク  

ル8）と呼び，これは，タングステンフィラメントの基発  

を抑制し，管壁がタングステンによって鼠化するのを防  

止する枕観みになっていて白熱灯の欠点を補い明るくて  

奔命の養い発光を実現させられる。   

十乱 放電灯にほ蛍光灯，水銀灯，ナトリウム灯，メ  

タルハライド灯などがある。   

必紫であると考える。   

本報告では以上に述べた果敢灯漁共に関する経線題に  

粛手するに先立ち，集魚灯独楽の歴史的背嚢と現在日本  

各地で行われている集魚灯漁業の現況を海外における例  

とともに把握することをその目的として，集魚灯漁莱の  

起源，光源の変遷，東灘灯漁業の国内外の現状の各剰茎l  

に分け整製l！した。  

調 査 梁 料  

本研究に用いた翻錮ま，水産庁，三流賂農林水漁猟  

三貌県旋網迎合会，錦独楽協同組合，紀勢町紳火光利用  

旋網漁船，商即γ奈屋揃火光利用旋網漁軋紀伊戌良明  

棒受綱灘灘聞からの聞き取り朋兼瀦悌透明いた。  

結果及び考察   

1．集魚灯海藻の起源   

光が漁某で使用されるようになった過程及びその発展  

の様子については，BenYami2）が絆封附こ紀述している。  

それは次のように要約される。   

人掛ま有史以前に火の起こし方を発屈した。するとl－‡】  

もなく何様腰かの魚が光に脆まることを知った。この発  

見をいつどのようにして人類が魚を郁雄するために使用  

し始めたかはわからない。   

先ず初めは，水辺にできるだけ近いところで大きな火  

を焚き，魚を誘引，停車胃管させたと考えられる。娘まった  

魚をどの様にして郁雄するかという技術もそれに並行し  

て発適したであろう。   

次いで考えられたことは，魚がたくさんいるところへ  

火を運ぶことや魚を捕攫遺英の近くへおびき璃：せるため  

に火を移動させる松明の使用であったと考えられる。水  

辺を松明を締って人が歩き，その明りに線引された魚ほ  

銘鉛強や鈎具燥などの雑漁具によって揃捜されたであろ  

う。こうした松明独楽闇瀾憐各地で行われたであろうし，  

解塞，カメルーンやオーストラリアなどではごく敢近ま  

で行われていた3）。光掛ま輿なるがlこうした形態の漁  

法ほ現在でも漁業分娩上刺炎独楽として岡山県と閤図の  

香川軋 愛媛軋 高知県に残っている。  
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蛍光灯ほ低圧水銀黄泉放磯ランプであり，その放電に  

より発生する紫外線をガラス管内に塗られた蛍光物質に  

よって可視光に変換して利用するものである。尊下別ほ  

東光幻の娘魚効果を調べ，白熱灯に劣らず魚類その他を  

誘導すると述べている。   

水銀灯は高圧水銀碁発放魔ランプであり，低圧では得  

られない可視光を高圧にすることによって発生させるも  

のである。発光管と外管からなる構造を持ち，外管は水  

銀が封入された雪逢光管を保護すると共に紫外線を遮漸す  

る役‡ヨもする。串下10）は白熱灯と水銀灯の水q3照度及  

び賂魚効果を馴ペ，鍛魚に有効な明るさの部分の容積を  

考えると，水銀灯は白熱灯のこう～4倍となり，適切な方  

法を用いればより多くの魚群を基め漁搬出来るとしてい  

る。′ト倉ら11）は白熱灯，ハロゲン灯及び水銀灯の水中  

照度を測窟し，白熱灯及びハロゲン灯の水村照度分布は  

11Ⅹ付近で白熱灯がやや商い照度を示すが10，5，1lx  

等照度曲調は非一狛二近似した傾向を示したと述べている。  

また，これらに比して水鋭灯の水机照度分布は明かに高  

く20ⅠⅩ以下では約2将に近い照度分頑となり，白熱灯  

及びハロゲン灯の分光分塞が長波長エネルギーが多くそ  

の水中での城東が商いためとしている。   

ナトリウム灯はナトリウム蒸気中の放電により蔓邑光す  

る故篭灯でナトリウム蒸気の圧力の商機により低圧ナト  

リウム灯と高圧ナトリウム灯がある。低圧ナトリウム灯  

は2本の線スペクトル（589rmと589．6nnl）を放射し，  

これほヒトの比視感度の敢商の波戚（555mⅥ）に近いた  

めヒトに対して効率は商いが単色光なので演色性ほ悪い。  

蒸気焦を商くした高圧ナトリウム灯は発光スペクトルの  

波長域が広がり連続スペクトルであるため演色性は改替  

される。   

メタルハライドランプは構造上ほ高圧水鋭灯と似てい  

るが，発光管のヰにほ水銀，稀ガスの他に発光金属がハ  

ロゲン化物（三寺三としてヨウ化物）の形で封入されている。  

金属単体よりハロゲン化物の方が蒸気打三が高くなり金属  

の発光を祷やすくすることと金属単体では商渦の石英ガ  

ラスと反応しやすいアルカリ金属のようなものもハロゲ  

ン化桝こすることによりその反応を抑削できるなどの難  

曲による。   

何れの放竃釘も安産器を必要とし，また‥・烹灯までに  

時間を要する欠点がある。近年メタルハライドランプが  

多く生産されるようになってきてはいるが，スキャニン   

グソナーなどで魚群を見つけ，その魚群の移動を止め滞  

泳させておくために光を利用するような漁法においてほ  

電源を入れ‥根丁までの時間を要するメタルハライド灯  

ほ適当ではない。三鼠県の奈胤軋 錦の娩厩漁髄あるい  

は，進水町の棒受髄では現在ハロゲン灯が主流である。  

しかし，任用方法によっては高圧ナトリウムランプある  

いはメタルハライドランプは有効な基魚灯になる可能性  

がある。すなわち，封入ガス組成を変化させることによ  

り梯々の波長をもつ光が得られるので，目的とする放の  

祝感度に適合した色光をつくることが出来るかもしれな  

いからである。  

3．海外における集魚灯漁築   

地中淘1灘牒）経国では，イワシ，カタクチイワシ，  

サバ，アジなどのような小型浮魚類は光で誘引，蛸基さ  

れ，旋網で漁捜されている12）。エジプトのスエズ消でほ  

イワシ煤を対象としてランプを怖えた漕ぎ船が魚群を網  

へ誘導する曳網漁華や巻刑網漁某がある13）。フランスの  

】jオン湾でもイワシを対象として集魚灯を嫌えた漕ぎ船  

が魚群を挽綱に誘濁して刺させて漁雑する独楽がある。   

アフリカのタンガニイカ湖でほニシンの頬Cねゆβ衰ねβ  

に似た淡水魚dagaaざわわ～′乙ぬgβわ聯乃∫甜gやkapenta  

鳥血糊畑正規＝扁感硝がIusenganetsを使用するカヌ【  

漁業，地中海式旋網漁莱，イカダ式敷網漁某，Cllilo111ila  

net漁業などで浄書塗されている14・15）。   

ロシアでは火光利用旋網漁莱，サンマCoわJα摘5αざ和  

を対象とした種受網漁温 水「P灯で鍛めたサッパの類の  

滋椚狛融血α肝油やぶα通わ7βJJαβわ〟を舶でほなくポンプで  

吸い取るポンプ漁業，アフリカのchiron亜netに似た  

s】lip’ssidel）urSednet独莱などが行われている。   

北東大西洋及びパルサック海では集魚灯漁業は盛んで  

はない。それほこの水城での饗源蒐がかなり見込まれる  

タイセイヨウニシンC～ゆだαJi〝ナ′g昭一ざの光に対する拒絶  

反応が原因の－一つと考えられる。しかし，ニシンの岩魚  

や小ダラほ死に誘引されるのでスウェーデンやドイツで  

はこれらの魚が二繊曳トロールの綱円から深い方へ散逸  

するのを防ぐためにサーチライトで網口前方栄樹を照明  

し触群を誘引している。ノルウェーでは旋網漁乳 地曳  

網漁莱で基魚灯を用いており．水中灯を利用して春ニシ  

ンを誘引した報蕾潤もある。フランスでは太閤洋で火  

光利用紙験操茶を実施し．フィッシュポンプや水中灯Ⅵ   
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使用が試みられている】7‾19〉。   

アメリカでは遊魚の活糾を供給するた捌こ水上白熱灯  

を薬価した灯船を使用する地中湿式旋胡餞儲が行われて  

いる20）ほか，イカ山鹿相加馴邦を対象とした火党利  

用ポンプ漁業がある程度でそれ以外は紙験的枚瀦であ  

る2巨2ノー） 。   

中南米ではloI唱nOSeanChovyを対象とした火光利用  

漁業がある。   

アジア緒闘ではフィリピンのsapyawとか1agwag  

sc捕pSeineと呼ばれる敷網漁乳 韓国のイカ釣漁葉，  

カタクチイワシを対象とした文事網漁莱や政綱仙薬など  

が挙げられる。  

∫l．日本における集魚灯漁菓の現状   

集魚灯を利用した漁紫挑肇は，網漁典を使用した数網  

漁私 娩網漁莱，刺網漁凰 抄蚕室漁業，釣り漁具を使用  

したイカ釣漁港．サバ㌦本釣漁猟 維漁典を使用した刑  

突漁業がある。網漁為分頭上，集魚灯を利用した漁楽お  

よびこれまでに紙験的に利用した油菜をFig．1に示し  

た。   

敷網漁薬せさらに細分すると棒受糾，張紙 ノu捌網そ  

してこれら以外の敷綱に分けられる。脹網は商風聞で57  

件，篭山県で54件が絆町されているほか戊崎県と鹿児偽  

県でそれぞれ4件ずつ許可されている。八田網は高知県  

で5件，宮崎凝で巨件が許可されている。数都及び棒受  

網は各県で許可されており‡ヨ本金牒】の総称吋件数は各々  

3195件と3302件であり，敷網漁灘の主流である。トン数  

階層別の許可件数は3～5トンクラスの小型船で多く操  

業されている。   

旋網漁苑は5トンを境としてそれ以上と以下で小数旋  

網と中型塊髄に区分されている。ri】増望旋網は北梅迫．東  

北での許可例はなく，小型旋綱も脊森県哲郎梅区で許可  

されているだけで．この漁業橡腰凋北海道，東北を除い  

た地域が主流であ嵐。目本金偶の総称可件数はゃ婆璧旋網  

が836軋 小型旋網が233件である。トン数階層別の許可  

件数は小型旋網は3～5トンクラス，中型旋綱は10～20  

トンクラスが主流となっている。   

刑網漁濁は山形県で：う6件，禽山県で79件，愛媛県寧制  
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ることが多く，必ずしも上紀以外の熱が漁業に参加して  

いないわけではない。日本食閣の総許可件数は4511件に  

ものぼっている。トン数階層別の許可件数は5～10トン  

グラスあるいは10〝20トンクラスなど中型船が主流と  

なっている。   

火党利用サバ山本釣漁業は千葉県でたも抄い漁華と雅  

ねて許可されている。県内船への許可件数は昭利沼1年現  

在で78件であるが，県外船への許可件数も多くを‡おめ，  

脊森県23件，岩手県8件，福島県1件，茨城県1件，東  

京都12件，神奈川撞を52件，静岡県5用：，虎児趨終1件と  

なっている。トン数階層別の許町件数ほ県内船のみに限  

るとその半数近くが50トン以上の船による操業が主流で，  

次いで5～10トンクラス，10～20トンクラスの順になっ  

ている。  

海区で：う29件，適時県で897件，熊本県で83件．日本全l頭  

では総計142碑妻：が許可されている。トン数階層別の絆吋  

件数は5トン未満の小型船での揉某が主流となっている。   

抄網漁紫は本州では千寒路，東京都悔部海区，静岡県  

山口県日本海浄区で四国では愛校県宇和海区，商知県  

九州では福岡奥の筑前淘虜と盟約海区，凝崎軋熊本県，  

鹿児極熱の各県で許可されており，日本全図の総許可件  

数は1678件である。トン数階層別の許可件数は3トン水  

滴あるいは3付5トンクラスの／ト型船が主流である。   

イカ釣漁業は北婦道えりも以東海区以外は岩手県，山  

形県仁新潟県，石川県，福井県，京都府 兵締県イ旦馬瀬  

区，一路牧県，山口県日本海海区，福岡県筑前海区など日  

本海側での許可が主体である。しかし，この独楽稜腰は  

各県とも県外船への許可件数が県内船の許可件数を上回  

Fig．2．Rateo‖icensed鮎herybyprefectura】governor．   
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雑漁具である刺爽独楽はもりややすでナマコやタコを  

焚く漁莱であるが，前節でも述べたようにこれは集魚灯  

漁楽でも原始的な漁薬であり事 魚敷を光で紡引するとい  

うよりも作薬灯としての色彩が強いと考えられる。岡山  

県で150件，香川県で161件，愛媛県で178件，高知県で  

15仰が許可されている。トン数階層別の許可件数は3ト  

ン未溝の小型船が主流である。   

その他尭魚灯を利用した独楽樵螺としては濃崎県の待  

網（あんこう網）と地曳網がある。許可イ解放は各々129  

件と2件であり，符網は5－10トングラスが主流で地曳  

嗣は5～10トンクラスと10仙20トンクラスで各1件ずつ  

称呼されている。   

集魚灯を利用した漁薬を種類毎にみてきたが，各都道  

府県での基魚灯漁業の蕊葉皮を調べるために各都道檜憬  

の知箪許可漁業件数の総計に占める爽魚灯を利用した漁  

業の割合を調べ，Fig．2に示した。某魚灯油楽の割合が  

15％以上である県は常森県，宮城県，岩手軋 石川県，  

和歌山県，兵椰軋 山に！県，茂崎県である。集魚灯独英  

の比率の商い以」こ8終についてその漁某碓腰の内訳とそ  

れぞれの対象魚類は次の通りである。   

脅森県ほイカナゴ，ヤリイカを対象とした敷網漁某と  

カタクチイワシ，マイワシを対象とした小型の旋窮喝漁楽，  

岩手県はイカナゴ，シラウオを対象とした数網漁茶とス  

ルメイカを対象としたイカ釣漁業，宮城和まイカナゴを  

対象とした政綱漁業，石川県はイワシ，アジ．サパを対  

象とした旋網漁米とスルメイれ アカイカを対象とした  

イカ釣漁猟 和歌山県はイワシ，アジ，サバを対象とし  

た旋網漁発と数網漁莱及びサンマを対象とした数節約私  

兵庫県はイワシ，アジを対象とした政綱漁業，イワシ，  

アジ，1プリ〈，ハマチを対象とした旋網漁乳 スルメイカ  

を対象としたイカ釣漁猟 け＝ヨ県はイワシ，アジを対象  

とした抄網漁乳 スルメイカを対象としたイカ釣漁猟  

長崎県は独楽種類が他県に比較して非′馴こ多く，旋網，  

刺網，抄網，政綱，待網さらには地曳網でも娘魚灯を利  

用し，主賓対象魚棟もイワシ，アジ，サバ，キビナ，イ  

カナゴ，サンマ，エビ，イカなど多種多様である。漁某  

種類別対象魚橡を血指してTablelに示した。   

これら躯魚灯漁茶が鉱業な地位を占める上記8県とも  

特に政綱漁業がその主体をなしている。この内全数網漁  

紫許可件数の90．5％は炎魚灯を利用している。各漁業稚  

規毎に知事許可件数に－短める躯魚灯を利用する割合はイ  

カ釣油菜100％，抄網漁莱62．8％，旋網漁莱22．9％，刺  

網漁薬2．5％，その他0．4％である。イカ釣漁業，敷網漁  

乳 抄網漁莱は基魚灯の役割が他の独楽種類に比べ蕊い  

TabIe10旬ectivespeciesor鮎hingwithligllt  

Objectivespeciesofcatcll（japanesevernacularn；lme）  Kindof鮎Ilery  

iwaslli，句l，murOaji，k地ina，Saba，Sa王1ma，Shirauoパare  Stick－helddipnets  

iwaslli，nlaiwashi，叩，yariika，kibina，1くibin昭0，Saba，Sannla，ik；まnagO，  
soudakatsuo，tObiuo，tel蘭くudai，SuZumedai  

L汀tnets  

iwashi，机kibinago，Saba，1くamaSu，nlglSu，】くarei  Smallsetnets仕kふamj）  

maiwas軋katakuc王l主iwashi，uru】11ei＼閥Sllj，毎i，murO扇i，meajいk礼  
kibin昭0，buri，hamac払底isaki，bora，SuZuki，konosIliro，  
c王1inu，SelgO，SaWara，m主zun，yamatO‡nizun，糾mkuma  

Surrounding nets 

Surumeika，akaika，Slliroika  Squidji甜1ng  

kibimago，hamacI扇，SOudakatsuo，isaki，mejlmagurO  Gill！1etS  

iwas軋katakuc主滋iwashi，印l，ii（a，kibina，Saba，Sanma，ikarlagO，tObiuo，  
1くa涙，ebi，  

Scoop nets 

ilくa，meb∂ru，Cl血u，namako，tako．ishiga】1i，SaZae，aWabi  抽叩00nandspe8rS  

iwashi，鞘1  Beachsehe  

i払ika王1agO，ebi，  Uafi nets 

iwashi，毎i，Saba   Eigllとangle王1etS  
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1J、－し㌧  Squidji柑ing  

△－△ stick－helddipnets  

「1一口 Iirt nets  

●－●  scoop】1etS  

▲－▲ 由11nets  

L－1 snlnlL－Sizedsun■OundingTletS  

◇－◇ medium・Sizedsurroundingnets  

といえる。   

これら各漁業礫強の許可件数の推移は，昭和57年鹿か  

ら61年度までの5か年間で敷網漁紫，イカ釣漁紫は漸減  

傾向であったが，その他の漁業株類は漸増傾向を示した。  

Fig∴うに漁薬種頬毎の許可件数の推移を示した。  

5．三重県における集魚灯漁業の現状   

三蕊県においては集魚灯を使用した独楽としては旋網  

漁某，敷網漁莱が許可されている。   

旋網漁莱は前項で述べたように申覿と′ト艶に分類され  

るが，中型旋灘の漁楽碓腰としては操業期間9月1Elか  

ら翌年5月31日までの外海火光利用あぐり網漁紫（1986  

年現在の県内船許可件数19件，以下カツコ内の数億はl司  

梯），6月1日から8月31日までの外海火光利用夏あぐ  

り網漁尭（19件），周年の伊勢湾口火光利用あぐり網漁  

莱（7件），5月15E葺から11月151ヨまでの伊勢湾口火光  

利用夏あぐり網漁米（6作）などがある。また，火光利  

用日、覿あぐり網漁華（14件）が阿許猟∴裾紬軋 古和軋   

綿，戊鍬軋 引本，九鬼，早口などの各地区（組合）に  

許可されている。   

数網漁薬の漁業礫潮としては，操業期問7月1日から  

10月31日までのメジカ棒受網漁莱（103件），10月20日か  

ら翌年4月30日までのサンマ棒受網漁楽（90件）などの  

ほか，披切，古和軌 単軌 三水軌 二木腐，脚諒須軋  

遊木浦，木本などの各区城（組合）などに許可されてい  

るアジ，サバ梯受網漁莱（′il件）がある。これは各組合  

により操糞期瀾が若干輿なっている。梯受網漁米酢可件  

数はカツコ内の数億で示した通りであるが，熊野灘サン  

マ，メジカ棟受網迎合組合に所属している爽操業数は速  

水犯二木島3，酵母1，木ノ本1，古江3，阿田和7，  

早閏5，尾鷲1，梶磐1，九鬼1，炭塵1，海野1であ  

る。これは本地紫における就業人口減少の影響と考えら  

れる。   

外海火光利用（夏）あぐり網漁楽の主要対象魚種はイ  

ワシ，アジ，サバであり，魚群を火光により集魚し，潮  

流を受けて風上より投網するが，その凍寒条件は漁具の   
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Fig．・l．SulTOundiIlgnetSboats．  

1Daido－Mam（33ton）  

3 Lampboats（5ton）  
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の集魚灯を用い－一塊に3～5回抹茶している。サンマ棒  

受網漁磯では10kⅥJの炎魚灯を用いその盛漁期は12～  

2月である。アジ，サパ棒受網漁薬では2kW以内の集  

魚灯を用いている。棒受網操業プぎ法として紀伊夜毎の例  

を挙げると，次のような手順である。魚群探知機で魚群  

を探索，魚群を孝を兇すると左舷側の1kW白熱灯10ケを  

点灯し右舷側に網（網帽13】軋 網成さ15帆 綱探さ18  

憫）を竹で張り出す。次いで，右舷側のIkW白熱灯4  

ケを点灯すると酬引こ左舷側のライトを消灯する。左舷  

側に基魚していた魚群は船底あるいほ船を回り込み右舷  

側の網の上に来る。鋼は左舷中央付近のボールローラー  

で巻き上げられる。サンマを対象とする吻合は，サーチ  

ライトを使用して探蝕し，また，右舷側のライトとして  

赤色灯を使用する。なお，潮流を考腰してシーアンカー  

も利用する。そのi祭シーアンカーは先ず船懲から流し，  

その後網が潮によってうまく展開するように左舷中央部  

に移動させる。紳独楽協同組合大同丸ぐ33ton）および  

灯船（5ton）そして紀伊炭塵町梯受網漁船初鵬丸（19   

仕立て上がり浮予綱の艮－さ900m以内，10kW以下の  

ブレーカーを灯船に取り付けることなどである。族網繰  

薬方法は次のような手順である。日暮れと共に灯船およ  

び深紫船が先ず出港し，探魚そして集魚に当たり，鋼船  

到潜後魚群探知機とスキャニングソナーを使用し魚群の  

挙動を空瀾灘に把掘しつつ，かつ潮流糾こより3層の洗  

向流速を観腰しながら投網に至る。そ・の後環締を開始し  

次いで接網する。途中灯船の集魚灯を消灯しパワーブ  

ロック，サイドローラーなどで網を充分締めたところで  

魚群をフィッシュポンプ，タモ網で網船の魚船内に収容  

する。伊勢崎口火光利用僅）あぐり網漁薬の主賓対象  

魚棟はアジ，サバで発冤機5kW以下，集魚灯絵容二鼠2  

kW以1rなどの削限が設けられている。火光利用小型あ  

ぐり網漁発ではイワシ，アジ，サバ以外にカマス，ポラ，  

スズキなども主要対象魚穣となっており一晩に4～5回  

の揉寒が潜過である。また，中型同様制限率項として光  

九発電機容蕊などが挙げられる。メジカ樽受網漁莱の  

主要対象魚椎はソウダガツオ，アジ，サバで5～10kW  
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Fig．5．Stick－heiddipnetsboats．  
1Hatsuho－Maru（19ton）Portside  

3 Fish】ampofportside  
2 Starboard side 

4 Fishlampof starboard side 

ton）をFig．4，5に示した。  ていることと後継者がいないことが原l勾である。こうし  

たことは旋網漁薬でも同様である。恐らく，全国的にみ  

ても仝漁業梯類で同様な現象が浸透しつつあるのではな  

いかと考えられる。省力イヒ 省エネルギー化を否応なし  

に好機しなくてほならないときにきている。また，その  

…・方で資源管功と艶独楽が叫ばれている昨今，漁獲対象魚  

の成反段憫や樵蝮などを配慮し，かつ合理的な漁獲努力  

を図れる漁法の再検討が迫られる。   

集魚灯独業者は魚がよく集まる色灯の開発を切望して  

いる。集魚灯独楽は魚類の走光性を利用した独楽である  

ことから，利敵源である基魚灯光の物理的諸性繋と魚類  

の樵類別，成養段階別行動との関係についての知見を東  

根していくことも漁法を検討する上での示唆を与えてく  

れる有効な手段になりうるであろう。メタルハライドラ  

ンプ，ナトリウムランプなど各様放電灯の開発によりそ  

のような面から本漁某を再検討する遣がさらに開けるか  

も知れない。   

結  

集魚灯は世界各地で様々な漁業礫腰に利用され，とり  

分け目本においては東魚灯利用独楽は多種多様な発展を  

みせている。知召募許可漁業に限ってみると，イカ釣漁業  

では100％，政綱漁莱では90．5％，抄網漁紫では62．8％，  

旋網漁薬では22．9％，刺網漁葦では2．5％もの割合が集  

魚灯を利用した漁業である。集魚灯はわが圏の独楽に  

とって濃紫な副漁具の山一つであると図ってよいであろう。   

知事許可漁業件数の推移をみると，紆椚牛数の多い敷  

網漁紫，イカ釣独楽では漸減傾向を示すものの全体的に  

はどの漁業棟頼も大帽な減少はないようにみえる。しか  

し，三蕊県の数網漁莱を側にとると234件が許可されて  

いのものの塞l祭に揉楽している数は45件にしかなってい  

ないのが実状である。これは，本漁業が漁独に相応した  

利益が止がらず経′削勺に困窮し，就楽人口が年々減少し  
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